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【背景・目的】　黒毛和種肥育牛における飼料設計は
地域性、文化や歴史によって、様々な形態がとられ
ている。飼料中カルシウム（Ca）要求量をはじめ、飼
料設計のガイドラインは、唯一、日本飼養標準に示
されるのみである。Caの添加量も肥育牧場によって
様々である。今回の調査牧場における飼料中のCa含
量は、肥育後期飼料において、日本飼養標準の 50％
を充足する含量である。それにも関わらず、特定の
一部牛舎にのみ低Ca血症の発生が認められた。我々
は、その特異性に着目し、黒毛和種肥育牛の低Ca血
症の発生機序の解明を試みた。
【方法】　過去の診療履歴より、牛舎毎の低Ca血症の
発症頭数を調査した。低Ca血症の発生がみられたA
牛舎（発症区）、発生がみられなかったB牛舎（対照
区）について、各 10頭を採血し、血清中Ca、P、イ
オン化Ca（iCa）、ビタミンA、1,25(OH)2ビタミン
D、PTH濃度を測定した。また、牛舎環境の調査の為、
紫外線量の指標として、照度計にて牛舎内照度を測
定した。
【結果】　低Ca血症は特定の牛舎のみで発症を認め
た。各牛舎の血液検査結果を表 1に示した。血清中
Ca、iCa濃度は発症区にて有意に低く、PTH濃度は発
症区にて高い傾向が認められた。ビタミンA濃度に
ついては、有意差は認められなかった。1,25(OH)2ビ
タミンD濃度は発症区にて有意に低かった。牛舎内
照度は、発症牛舎にて低値であった。（表 2）
【考察】　黒毛和種肥育牛における低Ca血症の発生に
活性型ビタミンD3の関与が認められた。両区のビタ
ミンD3（コレカルシフェロール）の給与量は変わらな
いにも関わらず、血中の活性型ビタミンD3濃度は発
症区にて有意に低かった。その要因として、牛舎内
の日照不足が考えられた。日照不足により、照射紫
外線量が減少、皮膚でのビタミンD3生成量が減少し、
潜在性ビタミンD欠乏状態が、低Ca血症の発症要因
となっていると考えられた。黒毛和種肥育牛におけ
るビタミンD3の要求量についてのガイドラインは乏
しく、日本飼養標準に成長中の子牛にて体重 1Kg当
たり 6IUと示されるのみである。飼料設計において
もビタミンD3の添加量についての意識はビタミンA
と比べはるかに低い。また、脂溶性ビタミンの飼料
中への添加はビタミンAD3Eの複合剤にて添加、給与
されることが多い。この事は、脂肪交雑の向上を目
的とし、ビタミンAの給与を制限するが、同時にビ
タミンD3も制限されている可能性がある。黒毛和種
肥育牛の低Ca血症については、飼料中のCa含量のみ
ならず、ビタミンD3及び牛舎環境を考慮する必要が
あると考えられた。
